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【背景および目的】  

 A 農家は、平成 2 2 年には繁殖雌牛 54 頭を飼養する管内最大規模の

和牛繁殖農家のひとつだった。畜主夫婦と従業員 1 名により経営を

行っていたが、高齢化（ 6 8 歳、平成 2 2 年時点）や後継者の不在、従

業員の離職に伴い、飼養管理が行き届かなくなってきた。特に、繁

殖管理面への影響は大きく、平成 2 2 年より繁殖成績が低下していた。

このため、本農家の繁殖管理を改善し、生産性の維持を図る目的で

平成 2 2 年から平成 2 4 年にかけ、継続した指導を行った。  

 

【方法】  

 本農家の繁殖成績について調査した。平成 2 1 年度からの繁殖台帳

と公益社団法人畜産協会わかやまによりとりまとめられた農家成績

表をもとに、平均交配回数や分娩間隔などについて調べた。これら

をもとに、繁殖管理や牛群更新についての指導を行った。定期的に

行っていた熊野牛巡回指導に加え、毎月 1 回以上の定期的な繁殖検

診を行い、指導の場とした。これらの調査と指導によって摘発され

た長期空胎牛や、分娩後 6 0 日以上の無発情牛に対しては、定時人工

授精を実施した。定時人工授精プログラムには、オブシンクに膣内

留置型プロジェステロン製剤を併用する方法 1)を用いた。  

 

【結果】  

 分 娩 後初回授精日数、平均分娩間隔、平均交配回数について、平

成 2 2 年はそれぞれ 8 7 日、 4 0 6 日、 2 . 0 回だったが、平成 2 4 年は 8 4

日、 4 5 9 日、 2 . 2 回だった（表 1）。初回授精後、受胎までに要した

平均日数は、 2 9 日から 8 8 日に増加した。発情発見率は平成 2 2 年以

降、 5 0 %を下回る低い水準で推移していた（表 2）。平成 2 4 年度の

データをもとに、分娩間隔のばらつきについて調べた結果、分娩間

隔が 5 0 0 日を超す個体は 9 頭認められた（図 1）。繁殖管理について

の継続した指導により、畜主は平成 25 年 4 月以降、発情発見の補助

手段としてヒートマウントディテクター（ HM D）を使用するように

なった。高齢牛や繁殖成績の悪い牛の淘汰が進み、 3 年間で 2 6 頭が

廃用された。また、 1 3 頭の未経産牛を保留・導入し、母牛頭数は 5 4

頭から 4 1 頭になった（表 3）。廃用した牛の平均年齢は 13 . 1 歳、産

次は 8 . 7、空胎日数は 3 5 3 . 3 日、交配回数は 4 . 2 回だった。これら高



齢牛や低能力牛の淘汰、未経産牛の保留・導入により、牛群の平均

年齢・産次は改善され、平成 2 5 年度には平均 7 . 2 歳、4 .7 産次となっ

た（図 2）。定時人工授精は、長期空胎牛や分娩後 6 0 日以上の無発

情牛を対象に、 3 年間でのべ 6 4 頭に実施した。このうち、 2 6 頭がプ

ログラム実施後初回の人工授精で受胎し、残る 3 8 頭のうち 3 4 頭は

プログラム実施後 2 回目以降の人工授精で受胎した。しかし、4 頭に

ついては不受胎のまま廃用された（図 3）。  

 

【考察】  

 繁 殖 成績の調査結果より、分娩後の初回授精日数には大きな変化

がみられなかった。しかし、初回授精後、受胎までに要した平均日

数、分娩間隔は悪化した。このことから、初回授精後の発情発見が

疎かになっていると示唆された。また、交配回数が多く、分娩間隔

が 5 0 0 日以上の低受胎牛が全体の繁殖成績を悪化させていることが

わかった。継続した指導により、畜主は自主的に発情発見の改善に

取り組むようになり、補助手段としての HM D を導入した。淘汰対象

牛を摘発し、順次更新できたことにより、母牛管理の労力が減少し

た。定時人工授精を実施した牛のうち、6 4 頭中 6 0 頭が最終的に受胎

し、本農家における長期空胎牛や無発情牛の受胎に有効であるとわ

かった。しかし、本農家には依然として低能力牛が在籍しており、

今後も継続して摘発、淘汰していく必要がある。発情発見が十分に

行える適正飼養規模を模索していくことが重要な課題と考える。  
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